
（別紙３）

～ 令和７年　１２月　２９日

（対象者数） ８名 （回答者数） ８名

～ 令和７年　１２月　２９日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援の統一を図るため情報共有をしっかり行っています。

2

プログラム内容に偏りのないよに支援を提供していきます。

3

保護者様に安心して預けて頂けるよう１人１人のニーズ把握

に努めています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年に何回か交流の場が持てるように日程を調整させて頂きま

す。また、事業所主催の地域交流も検討させて頂きます。

2

室内でも簡単な体力作りが出来る環境を整備していきます。

3

保護者様と定期的なモニタリングを行っています。保護者様と

日程を調整させて頂き、支援計画の見直し、ご家庭での様子等

をヒヤリングし情報の共有を行っています。

従業員間でモニタリングの情報を共有し支援の方向性について

話し合っております。

自立へ向け体験できるプログラムを様々な形で提供していま

す。

お子さま１人１人に合わせ楽しみながら参加できるプログラム

を行っています。

１人１人のお子さまに合わせたプログラムや支援を提供してい

ます。お子さまの「なんでだろう？」「やってみたい」を経験

出来るようにしています。

プログラムの内容を明確にしお子さま自身で体験したい内容を

組み込んでいます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

イベントや地域交流等が行えていない。 事業所としてまだ開所したばかりなので日程調整まで行えてい

ない。また、周辺地域や施設の方と積極的に関わりが持ててい

ません。

定期的な体力作りを行う環境設定ができていない。 近隣公園への外出支援が行えていない。

令和７年　１２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ここえみ朝日教室

○保護者評価実施期間
令和７年　１２月　１日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


